
 
 

取組概要 

 
 

取組名 退院支援の充実に向けて記録が抜けなく把握しやすい仕組みの構築 

RX 区分 医療 RX 

部署名等 看護部 

取組目的ま

たは背景 

入院前から退院療養を見据え、在宅環境や支援状況を把握し、退

院後も安心・安全な療養生活が送れるよう入退院支援をすることが

診療報酬の算定要件である。その要件を満たすための記録は、診療

報酬改定の都度、運用変更され記録場所が多岐にわたることになり、

記録監査に膨大な時間を要していた。このため、これらの記録の一

元化と進捗管理、監査の効率化に向けて取り組んだ。 

 

取組内容 BI ツールを用い、入退院支援に関する記録が確認できる一覧表の

作成に取り組んだ。一覧表には、患者情報、入院前介入記録、文書ス

キャン情報、退院支援カンファレンス記録、患者・家族の思い、退院

支援介入記録、加算取得状況を一画面にまとめた。病棟と退院支援

部門の双方で同一画面の確認ができ、記録内容、進捗状況の把握が

可能となった。 

入退院支援リンクナースを中心に普及活動を行い、病棟ラウンド

による活用促進を図った。また、操作方法だけではなく、退院支援

介入内容について意見交換ができる場となるよう周知した。 

 

実施効果 加算算定のための記録監査をしている退院支援部門専従看護師の

1 日のカルテ展開数が 137 から 74 へ減少し、監査の効率化につな

がった。 

また、記録もれが多くフィードバックにも時間がかかっていたが、

BI ツールの活用によって、必要記録の記載率が 86％まで改善した。

看護職へのアンケートでも、「監査時間が短縮した」、「タイムリーな

進捗管理ができる」という結果が得られた。カンファレンスの場な

どで、個別的な退院支援介入について、多角的に検討できるものと

なった。 

 



処置オーダ歴
・加算オーダの有無

看護データベース
・患者家族の思い

記事記録
・入院前介入の有無
・退院支援介入記録
・患者家族の思い
・退院支援カンファレンス記録

手作りの監査表
手作業確認

記事記録に埋もれたデータをひたすら探す 手作業による監査業務

スキャン一覧検索
・入院診療計画書

背景

・同内容を複数記載する負担
・必要記録の記載もれが多い

記録場所があちこち…

・記録の有無確認で精一杯、フィードバックにいきつかない
・退院支援専従看護師の1日のカルテ展開数が200件に及ぶことも
・病棟看護師は業務後に監査作業で残業の日々
・進捗管理がタイムリーに行えず、ケアの質向上につながりにくい

埋もれたデータをひたすら探す…



部門システム、スクリーニング
10シート

一般背景 排泄 ・・・11領域健康知覚

健康
本人への説明
内服・持参薬
アレルギー
予防接種
喫煙・飲酒
医療への参加
健康行動

看護データベース
必須185項目

患者情報

栄養・代謝

キーパーソン
居住環境
介護申請
患者・家族の退院療養への思い

看護データベース
必須66項目

入院支援チェックリスト

褥瘡管理システム

栄養スクリーニング

認知症スクリーニング

記事記録「退院支援」

入院支援チェックリスト

褥瘡管理システム

栄養スクリーニング

認知症スクリーニング

部門システム、スクリーニング
記事記録など11シート

必要記録の見直しと記録の一元化

患者情報（ID,入院病棟,疾患名,入院日数など）

入院前説明テンプレート

退院支援カンファレンステンプレート

退院支援介入記事記録

処置オーダ、医事算定

退院支援に関する必要情報を
共有できる一覧表の作成

BIツール（Spotfire）活用

必須記録設定、記録方法の見直し

退院支援に関する必要情報を共有できる仕組みをつくる目的

テンプレート作成、タイトル統一

抽出データの確認



患者家族の思い 退院支援介入記録 加算取得状況

入院前介入記録患者基本情報

退院支援カンファレンス記録

Spotfireで一覧表を作成

加算算定監査だけではなく
看護ケアの充実につなげる！

≪あえて記録内容を表示≫

ケア内容の評価につなげる

取り組み

文書スキャン情報

（横スクロールで必要情報が確認できる）



活用後
アンケート

活用前 活用後

必要記録の記載率 11％ 86％

カルテ展開数 137件 74件

退院支援に関する一覧表活用後の効果効果

記録もれの減少

31％

記録監査時間の短縮

20％

タイムリーな進捗管理

20％

記録の増加

14％

記録の充実

9％

加算取得の増加

3％

作成した退院支援一覧の活
用定着を図る。
モニタリング、評価を続け
より臨床現場に即したもの
としていく。

今後の課題
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